
（様式1-2）新規評価シート

１

国庫 その他 県債 一般財源

人家72戸、南相木村役場、避難所、要配慮者利用施設、県道　等

災害時における防災機能の強化（避難所、要配慮者利用施設）

住民の防災意識の向上、安全・安心による人口維持

※【妥当性評価】事業実施の妥当性を「○」「✕」で判定　　※【優先度評価】事業着手の優先度を５点満点で評価（数字が大きいほど優先度が高い）

○ 4.5コンプライアンス・行政
経営課の意見

所管課の意見が妥当であると判断する。

県の評価案 事業着手 評価監視委員会意見 ― 評価の決定 事業着手

計
画
熟
度

地域からの要望経緯
及び地域の関わり

 R５年10月　南相木村役場が地元地区より要望を受け、佐久建設事務所へ要望

事業説明等の経緯
 R５年10月　南相木村に対し説明を実施
 R７年12月　地元へ事業説明を実施予定

評
価
結
果

所管課の意見

当渓流は今後の豪雨等により土石流が発生する危険性があり、保全対象には、人家72戸、南相木村役
場、避難所、要配慮者利用施設、県道等が立地している。また、災害時に逃げ遅れによる人的被害が多
く、防災上の配慮を要する方が滞在する要配慮者利用施設が立地しているため、速やかな土砂災害対
策が必要であり、事業着手が妥当であると判断する。

妥当性
評価 ※

優先度
評価 ※

50,000

事
業
効
果

主な受益対象

期待される効果 費用便益比（B/C）
※B＝便益、C＝費用

15.9

人口減少を踏まえた
将来の活用見込み

南相木村の中心に位置する南相木村役場が保全対象となっている。
保全対象の公共施設（避難所、要配慮者利用施設）が将来も存続する見通しを南相木村役場に確認。
地域の重要なインフラ施設（県道）が保全対象となっており将来的にも十分な効果が見込まれる。

全体事業内容 砂防堰堤　1基 500,000 250,000 200,000

事業目的 　本事業により、土石流及び流木の発生する可能性が高い渓流において砂防施設を整備し、土砂災害を未然に防止する。

事
業
概
要

着手年度 2025年度（令和7年度）
事業期間 8年間

事業費
（千円）

財源内訳（千円）

完了年度(予定)

事
業
の
位
置
づ
け

県総合５か年計画
における位置づけ

1-2 ① 災害に強い県づくりの推進 SDGsの関連目標

2032年度（令和14年度）

関連する計画や
重点施策

第３期長野県強靭化計画
関連する事業
プロジェクト

なし

現状と課題
　すげの入沢は、長野県東部の南相木村に位置し、土砂災害警戒区域に指定され、保全対象に人家72戸、南相木村役場、避難
所である地域ふれあい交流館工房あいき、保育園、中島公民館、県道川上佐久線等を有している。流域内は崩壊地形が認めら
れるとともに、渓床部は不安定土砂が堆積しており、今後の豪雨等により土石流が発生する危険性がある。

事業毎の通番 市町村名 南相木村 箇所名（ふりがな） 中島（なかじま）

建設部　砂防課

事業名 砂防 路河川名等 （砂）すげの入沢

●

写真 写真 写真

①不安定土砂堆積状況

流域面積

A=0.29km2

③保全対象（南相木村保育所）

流域概要図

(すげの入沢）

南相木村役場

南相木村郵便局

中島公民館

南相木村保育所

南相木川

（一）栗尾見上線（主）川上佐久線

南相木村老人福祉センター

南相木村診療所

②保全対象（南相木村役場）

JA長野八ヶ岳南相木支所

消防団拠点

相木の古里館

砂防堰堤 １基

①

②
③

ふれあい交流館工房あいき
栗生川



（様式1-2）新規評価シート

２

国庫 その他 県債 一般財源

※【妥当性評価】事業実施の妥当性を「○」「✕」で判定　　※【優先度評価】事業着手の優先度を５点満点で評価（数字が大きいほど優先度が高い）

計
画
熟
度

地域からの要望経緯
及び地域の関わり

R４年９月　茅野市、地元から要望がある

事業説明等の経緯
R６年３月　茅野市に対し説明を実施し事業目的及び整備内容について合意済み
R７年３月　地元に事業説明を実施予定

評
価
結
果

所管課の意見

　当該渓流は、今後の豪雨等により土石流が発生する危険性があり、保全対象には、人家69戸、避難所
（小学校、コミュニティーセンター）等が立地している。また、災害時に逃げ遅れによる人的被害が多く防
災上の配慮を要する方が滞在する要配慮者利用施設（保育園）が立地しているため、速やかな土砂災
害対策が必要であり、事業着手が妥当であると判断する。

妥当性
評価 ※

優先度
評価 ※

○ 4.4コンプライアンス・行政
経営課の意見

　所管課の意見が妥当であると判断する。

県の評価案 事業着手 評価監視委員会意見 ― 評価の決定 事業着手

事
業
効
果

主な受益対象

期待される効果 費用便益比（B/C）
※B＝便益、C＝費用

10.3

人口減少を踏まえた
将来の活用見込み

保全対象である公共施設（要配慮者施設、避難所）が将来も存続することを茅野市に確認
地域の重要なインフラ施設(国道）や生活基盤である学校、支所が保全対象となっており、将来的にも十分な効果が見込まれる。

現状と課題

85,000全体事業内容 砂防堰堤　1基 850,000 425,000 340,000

事
業
概
要

着手年度 2025年度（令和7年度）
事業期間 9年間

事業費
（千円）

財源内訳（千円）

完了年度(予定) 2033年度（令和15年度）

人家69戸、要配慮者利用施設（金沢保育園、金沢小学校）、避難所（金沢小学校、金沢地区コミュニティーセンター）

災害時における防災機能の強化(要配慮者利用施設、避難所）
住民の防災意識の向上、安全・安心による人口維持

金沢（かなざわ）

建設部　砂防課

事業名 砂防 路河川名等 （砂）金川

関連する計画や
重点施策

第３期長野県強靭化計画
関連する事業
プロジェクト

事業毎の通番 市町村名 茅野市 箇所名（ふりがな）

事
業
の
位
置
づ
け

県総合５か年計画
における位置づけ

1-2 ① 災害に強い県づくりの推進 SDGsの関連目標

　金沢は、長野県南部の茅野市金沢に位置し、保全対象として人家69戸、木造一階建ての要配慮者利用施設である金沢保育
園、避難所である金沢小学校、金沢区コミュニティーセンター（支所）、金沢公民館、金沢診療所等の施設を有している。
　流域内は、渓床勾配が急で渓床部は不安定土砂が堆積しており、今後の豪雨等により土石流が発生する危険性がある。

事業目的 　本事業により、土石流及び流木の発生する可能性が高い渓流において砂防施設を整備し、土砂災害を未然に防止する。

ー

● (金沢）

① 不安定土砂堆積状況 ② 保全対象 ③ 保全対象

金沢地区コミニュティーセンター

国道２０号
金沢小学校
（指定避難所）

金沢保育園

金沢地区コミニュティーセンター
（指定避難所）

②

①

③

（砂）金川

谷止工（2基）

流域概要図

砂防堰堤 １基流域面積2.26ｋ㎡

信濃金沢郵便局

④ 保全対象

④

金沢保育園 金沢小学校

至山梨県



（様式1-2）新規評価シート

３

国庫 その他 県債 一般財源

人家21戸、木曽町開田支所、避難所、開田高原歯科診療所、開田母子健康センター、国道（緊急輸送道路）　等

災害時における防災機能の強化（避難所）

住民の防災意識の向上、安全・安心による人口維持

※【妥当性評価】事業実施の妥当性を「○」「✕」で判定　　※【優先度評価】事業着手の優先度を５点満点で評価（数字が大きいほど優先度が高い）

計
画
熟
度

地域からの要望経緯
及び地域の関わり

R５年7月　木曽町・地元より要望（木曽町現地調査時）

事業説明等の経緯
   R５年10月　木曽町に対し説明を実施
   R６年10月　地元へ事業説明を実施予定

評
価
結
果

所管課の意見

当渓流は今後の豪雨等により土石流が発生する危険性があり、保全対象には、人家21戸、木曽町開田
支所、避難所、開田高原歯科診療所、開田母子健康センター、国道（緊急輸送道路）等が立地している。
また、渓床部は不安定土砂が堆積しており、今後の豪雨等により土石流が発生する危険性があることか
ら速やかな土砂災害対策が必要であり、事業着手が妥当であると判断する。

妥当性
評価 ※

優先度
評価 ※

〇 4.3コンプライアンス・行政
経営課の意見

　所管課の意見が妥当であると判断する。

県の評価案 事業着手 評価監視委員会意見 ― 評価の決定 事業着手

事
業
効
果

主な受益対象

期待される効果 費用便益比（B/C）
※B＝便益、C＝費用

8.4

人口減少を踏まえた
将来の活用見込み

保全対象の公共施設（避難所）が将来も存続する見通しを木曽町役場に確認。
地域の重要なインフラ施設（国道）が保全対象となっており将来的にも十分な効果が見込まれる。

事
業
概
要

着手年度 2025年度（令和7年度）
事業期間 8年間

全体事業内容 砂防堰堤　1基

事業費
（千円）

財源内訳（千円）

完了年度(予定) 2032年度（令和14年度）

50,000500,000 250,000 200,000

建設部　砂防課

事業名 砂防 路河川名等 （砂）川戸平沢

事業毎の通番 市町村名 木曽町 箇所名（ふりがな）

事
業
の
位
置
づ
け

県総合５か年計画
における位置づけ

1-2 ① 災害に強い県づくりの推進 SDGsの関連目標

　川戸平沢は、長野県中部の木曽町に位置し、土砂災害警戒区域に指定され、保全対象に人家21戸、木曽町開田支所、避難所
である木曽町公民館把之沢分館、開田母子健康センター、開田高原歯科診療所、緊急輸送道路である国道361号等を有してい
る。流域内は崩壊地形が認められるとともに、渓床部は不安定土砂が堆積しており、今後の豪雨等により土石流が発生する危険
性がある。

事業目的 　本事業により、土石流及び流木の発生する可能性が高い渓流において砂防施設を整備し、土砂災害を未然に防止する。

なし

開田高原西野（かいだこうげんにしの）

現状と課題

関連する計画や
重点施策

第３期長野県強靭化計画
関連する事業
プロジェクト

● (川戸平沢）

写真

写真

流域概要図

① 不安定土砂堆積状況

② 開⽥⽀所、把の沢分館、⺟⼦健康センター

至 国道19号

（国）361号

第２次緊急輸送路

新設堰堤

至 高山市
木曽町開田支所

⽊曽町公⺠館
把之沢分館

開田母子健康センター

（指定避難所）

開田高原歯科診療所

1
流域面積
A=7280m2

2



（様式1-2）新規評価シート

４

国庫 その他 県債 一般財源

人家1戸、事業所1箇所、国道153号(緊急輸送道路)、塩尻市道、ＪＲ中央本線等

災害時における防災機能の強化（交通遮断の回避）

住民の防災意識の向上、安全・安心による人口維持

※【妥当性評価】事業実施の妥当性を「○」「✕」で判定　　※【優先度評価】事業着手の優先度を５点満点で評価（数字が大きいほど優先度が高い）

関連する計画や
重点施策

第３期長野県強靭化計画
関連する事業
プロジェクト

事業毎の通番 市町村名 塩尻市 箇所名（ふりがな）

事
業
の
位
置
づ
け

県総合５か年計画
における位置づけ

1-2 ① 災害に強い県づくりの推進 SDGsの関連目標

　大象々川は、長野県中部の塩尻市に位置し、土砂災害警戒区域等に指定され、保全対象として人家1戸、事業所1箇所、ＪＲ中
央本線、緊急輸送道路である国道153号を有している。
　令和３年８月豪雨で土石流が発生し、国道が通行止となるなど、地域交通に大きな影響を与えたため、国道下暗渠の拡大など
の応急対策を実施したが、上流部には崩壊跡が見られ、渓床部には未だ不安定土砂や倒木が堆積しており、今後の豪雨等によ
り土石流が発生する危険性がある。

事業目的 　本事業により、土石流及び流木の発生する可能性が高い渓流において砂防施設を整備し、土砂災害を未然に防止する。

県単道路橋梁維持（災害関連）事業
県単道路防災事業

善知鳥峠（うとうとうげ）

建設部　砂防課

事業名 砂防 路河川名等 （砂）大象々川

事業費
（千円）

財源内訳（千円）

完了年度(予定) 2031年度（令和13年度）

事
業
概
要

着手年度 2025年度（令和7年度）
事業期間 7年間

現状と課題

50,000全体事業内容 砂防堰堤　１基 500,000 250,000 200,000

事
業
効
果

主な受益対象

期待される効果 費用便益比（B/C）
※B＝便益、C＝費用

1.7

人口減少を踏まえた
将来の活用見込み

地域の重要なインフラ施設（国道、ＪＲ）が保全対象となっており将来的にも十分な効果が見込まれる

評
価
結
果

所管課の意見

　当該渓流は、令和３年８月豪雨で土石流が発生し、緊急輸送道路である（国）153号が通行止となる
等、地域交通に大きな影響が生じた。上流部には崩壊跡が見られ、渓床部には未だ不安定土砂や倒木
が堆積しており、今後の豪雨等により土石流が発生する危険性があることから速やかな土砂災害対策
が必要であり、事業着手が妥当であると判断する。

妥当性
評価 ※

優先度
評価 ※

○ 3.7コンプライアンス・行政
経営課の意見

　所管課の意見が妥当であると判断する。

県の評価案 事業着手 評価監視委員会意見 ― 評価の決定 事業着手

計
画
熟
度

地域からの要望経緯
及び地域の関わり

R3、R4、R5に地元区長及び塩尻市から松本建設事務所長に要望あり
R4.3にJRから塩尻市に土砂対策の要望あり

事業説明等の経緯
R4～R5年　道路事業で応急対策として横断暗渠の改修を実施
R5年11月　塩尻市に対し説明を実施　　R6年11月　地元説明会実施予定
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土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

保全対象(人家)

主要道路

市町村道

計画砂防堰堤

JR中央本線

既存堰堤

辰
野
町

至
塩

尻
市

街
地

流域概要図

153

砂防堰堤 1基
①

②

②不安定土砂堆積/崩壊状況

153

蔵造川水路橋

① R3.8 国道等への土砂流出状況

③ 保全対象

●

(善知鳥峠）
至 塩尻市街地



（様式1-2）新規評価シート

５

国庫 その他 県債 一般財源

　人家169戸、避難場所、 要配慮者利用施設(障がい者支援施設)、上水道施設、配湯施設、宿泊施設2箇所、県道槍ヶ岳矢村線等

※【妥当性評価】事業実施の妥当性を「○」「✕」で判定　　※【優先度評価】事業着手の優先度を５点満点で評価（数字が大きいほど優先度が高い）

関連する計画や
重点施策

第３期長野県強靭化計画
関連する事業
プロジェクト

事業毎の通番 市町村名 安曇野市 箇所名（ふりがな）

事
業
の
位
置
づ
け

県総合５か年計画
における位置づけ

1-2 ① 災害に強い県づくりの推進 SDGsの関連目標

　有明南沢は、長野県中部の安曇野市に位置し土砂災害警戒区域・特別警戒区域に指定され、保全対象として人家169戸、避難
場所、要配慮者利用施設である障がい者支援施設、上水道施設、配湯施設、宿泊施設、県道等を有している。
　流域内は、崩壊地形が認められるとともに、渓床部は不安定土砂や倒木が堆積しており、今後の豪雨等により土石流が発生す
る危険性がある。

事業目的 　本事業により、土石流及び流木の発生する可能性が高い渓流において砂防施設を整備し、土砂災害を未然に防止する。

古厩（ふるまや）

建設部　砂防課

事業名 砂防 路河川名等 （砂）有明南沢

事業費
（千円）

財源内訳（千円）

完了年度(予定) 2032年度（令和14年度）

事
業
概
要

着手年度 2025年度（令和7年度）
事業期間 8年間

現状と課題

55,000全体事業内容 砂防堰堤　1基 550,000 275,000 220,000

事
業
効
果

主な受益対象

期待される効果 費用便益比（B/C）
※B＝便益、C＝費用

54.9

人口減少を踏まえた
将来の活用見込み

　保全対象の公共施設（要配慮者利用施設）が将来も存続する見通しを安曇野市に確認。
　地域の重要なインフラ施設（県道、上下水道施設）が保全対象となっており将来的にも十分な効果が見込まれる。

　災害時における防災機能の強化（要配慮者利用施設）

　住民の防災意識の向上、安全・安心による人口維持

評
価
結
果

所管課の意見

当渓流は今後の豪雨等により土石流が発生する危険性があり、保全対象には、人家169戸、避難場所、要配慮者利
用施設(障がい者支援施設)、上水道施設、配湯施設、宿泊施設2箇所、県道槍ヶ岳矢村線等が立地している。また、
災害時に逃げ遅れによる人的被害が多く、防災上の配慮を要する方が滞在する要配慮者利用施設が立地している
ため、速やかな土砂災害対策が必要であり、事業着手が妥当であると判断する。

妥当性
評価 ※

優先度
評価 ※

〇 4.6コンプライアンス・行政
経営課の意見

所管課の意見が妥当であると判断する。

県の評価案 事業着手 評価監視委員会意見 ― 評価の決定 事業着手

計
画
熟
度

地域からの要望経緯
及び地域の関わり

　R5年9月　地元・安曇野市より要望がある

事業説明等の経緯
　R５年12月　安曇野市に対し説明を実施
　R６年10月　地元に事業説明を実施予定

●(古厩）

流域面積
A=0.06km2 有明南沢

砂防堰堤 １基

配湯施設

上水道施設
①不安定土砂堆積状況

障がい者支援施設

県道槍ヶ岳矢村線

至 中房温泉

至 市街地

宿泊施設

①

②③ ④

②障がい者支援施設

③上下水道施設

④県道槍ヶ岳矢村線

宿泊施設

指定緊急避難場所
(有明高原寮)


